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略
年
表



国
連
安
保
理
、
タ
リ
バ
ン
政
権
に
対
す
る
経
済

制
裁
を
発
動
。

W
H
O
を
始
め
と
す
る
国
連
機
関
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
含
む
中
央
ア
ジ
ア
全
域
で
深
刻

な
旱
魃
が
拡
が
っ
て
い
る
事
実
を
公
表
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
水
源
確
保
事
業
開
始
。

井
戸
の
掘
削
を
中
心
に
カ
レ
ー
ズ
（
伝
統

的
地
下
水
路
）
の
修
復
を
図
る
。

二
0
0
一
年
三
月

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
首
都
カ
ー
ブ
ル
に
臨
時

診
療
所
を
設
置
。

三
月
タ
リ
バ
ン
政
権
、
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
石
仏
を
破
壊
。

二
0
0
一
年
六
月
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
で
灌
漑
用
の
大
井
戸
に
着
手

（二

0
0
三
年
九
月
ま
で
に
五
基
が
完
成
）
。

二
0
0
一
年
七
月
バ
キ
ス
タ
ン
政
府
お
よ
ぴ

U
N
H
C
R
（
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
、
パ
キ
ス
タ

ン
に
居
住
す
る
ア
フ
ガ
ン
難
民
を
国
境
近

く
の
キ
ャ
ン
プ
に
移
送
開
始
。

二
0
0
一
年
八
月

P
M
S
水
源
確
保
事
業
に
よ
る
掘
削
井
戸
が
六

0
0
ヶ
所
を
超
え
る
。

二
0
0
一
年
九
月
―
一
日
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
に
二
機
の
民
間
航
空
機
が
突
入
。

九
月
一
四
日
中
村
医
師
を
中
心
と
し
た

P
M
S
ス

タ
ッ
フ
が
、
外
務
省
の
勧
告
を
受
け
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
出
国
。

ハ
月

二
0
0
0年
六
月

二
0
0
0年
一
月

二
0
0
1
年
九
月
一
六
日
米
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
し
、
オ

サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
の
身
柄
受
け
渡

し
を
求
め
る
「
最
後
通
告
」
。

九
月
一
七
日
中
村
医
師
、
「
風
の
学
校
」
派
遣
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
石
田
氏
と
と
も
に
一
時
帰
日
。

九
月
ニ
―
日
タ
リ
バ
ン
政
府
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
氏
の
身
柄
引
き
渡
し
を
拒
否
。

二
0
0
一
年
一

0
月
一
日
中
村
医
師
、
再
ぴ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
到

着。

1
0月
七
日
米
英
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
大
規

模
空
爆
を
開
始
。

1
0月
九
日

P
M
S
副
院
長
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ッ

フ
が
食
糧
配
給
計
画
の
調
査
の
た
め
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
国
。

1
0
月
―
一
日
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
ヘ
の
食
糧
配
給
計
画
「
ア
フ
ガ
ン
い
の

ち
の
基
金
」
を
発
表
。

-
0
月
一
三
日
中
村
医
師
、
国
会
衆
院
テ
ロ
対
策
特

別
委
員
会
に
参
考
人
と
し
て
出
席
。

1
0
月
一
七
日

P
M
S
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
食
糧
配

給
計
画
に
着
手
。

1
0
月
二

0
日
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
食
糧
輸
送
第

一
便
が
国
境
を
超
え
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

入
国
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
到
着
。
（
小

麦
ト
ラ
ッ
ク
四
台
、
食
用
油
ト
ラ
ッ
ク
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略年表

二
台
。
二
八
三

0
家
族
分
。
一
家
族
ー

0

人
当
た
り
の
配
布
量
は
小
麦
二

0
0
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
食
用
油
一
六
リ
ッ
ト
ル
）

二
0
0
一
年
一

0
月
二
三
日
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
食
糧
配
給
開
始

（
初
日
は
九
二
家
族
へ
の
配
布
）
。

1
0
月
二
1

ハ
日
第
三
便
の
ト
ラ
ッ
ク
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
を
出
発
。

1
0
月
二
九
日
テ
ロ
対
策
特
措
法
成
立
。

1
0
月
三

0
日
カ
ー
ブ
ル
で
の
食
糧
配
布
開
始
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
食
糧
輸
送
第
四
便
が

出
発
。

二
0
0
一
年
―
一
月
二
日
食
糧
配
布
計
画
、
当
初
の
一
家
族
l

＿一ヶ

月
分
を
六
週
間
分
に
変
更
、
よ
り
多
く
の

人
々
へ
の
配
給
を
目
的
に
決
定
。

]
一
月
九
日
食
糧
輸
送
第
七
便
、
出
発
。

自
衛
隊
イ
ー
ジ
ス
艦
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
。

―
一
月
一
三
日
カ
ー
ブ
ル
陥
落
。
タ
リ
バ
ン
軍
が
北

部
同
盟
に
カ
ー
ブ
ル
を
明
け
渡
す
。

P

M

s食
糧
輸
送
第
九
便
、
急
逮
国
境
か
ら
引

き
返
す
。
東
部
諸
郡
で
の
備
蓄
食
糧
の
配

布
は
継
続
。
カ
ー
ブ
ル
も
一
時
の
混
乱
期

を
除
き
、
診
療
所
、
配
給
と
も
に
継
続
。

―
一
月
二
六
日
中
村
医
師
、
ア
フ
ガ
ン
国
内
で
の
大

規
模
灌
漑
用
水
路
の
建
設
計
画
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

ア
フ
ガ
ン
東
部
サ
ル
シ
ャ
ヒ
ー
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
配
給
開
始
（
同
キ
ャ
ン
プ
は

国
際
援
助
の
恩
恵
が
及
ば
ぬ
地
域
と
し
て

以
前
か
ら

P
M
S
に
よ
る
支
援
が
検
討
さ

れ
て
い
た
）
。

二
0
0
一
年
―
一
月
三

0
日
ア
フ
ガ
ン
東
部
に
お
け
る
マ
ラ
リ
ア

流
行
の
報
を
受
け
、
移
動
診
療
に
着
手
。

二
0
0
一
年
―
二
月
二
日
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
暫
定
行
政
機
構
の

枠
組
み
を
取
り
決
め
る
国
際
会
議
が
、
ド

イ
ツ
・
ボ
ン
で
開
催
。

―
―
―
月
六
日
カ
ー
ブ
ル
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
の
備

蓄
分
の
食
糧
配
給
も
六
日
完
了
。

―
―
一
月
八
日
食
糧
配
布
チ
ー
ム
、
カ
ー
プ
ル
で
の
調

査
及
び
食
糧
配
布
再
開
に
向
け
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
を
出
発
。

]
二
月
二
二
日
ア
フ
ガ
ン
暫
定
政
権
発
足
。

水
源
確
保
事
業
再
開
。

二
0
0
二
年
一
月
八
日
中
村
医
師
他
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
、

0
一
年

九
月
以
来
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
再
入
国
。

同
日
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
食
糧
輸
送

便
が
再
び
ア
フ
ガ
ン
国
内
に
入
国
。
東
部

の
困
窮
地
区
を
中
心
と
し
た
配
給
に
着
手
。

＿
月
二
六
日
ま
で
に
計
八
九
五
九
家
族
へ

の
食
糧
配
給
を
完
了
。

]
月
ニ
―
日
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
・
東
京
会
議
開
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二
0
0
二
年
三
月

幕
。
カ
ル
ザ
イ
暫
定
行
政
機
構
議
長
、
来

日。

二
0
0
二
年
二
月
二
二
日

P
M
S
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
に
お

け
る
長
期
的
農
村
復
興
を
目
指
す
「
緑
の

大
地
・
五
ヶ
年
計
画
」
を
発
表
（
未
配
給

食
糧
の
配
布
、
医
療
部
門
に
お
け
る
事
業

継
続
と
と
も
に
、
農
業
支
援
・
灌
漑
用
水

の
充
実
に
重
点
を
置
い
た
も
の
）
。

東
部
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
ニ
ケ
村
で
農
業
復
典
計

画
の
試
験
農
場
用
地
計
一
六

0
0
0
平
米

を
地
元
長
老
会
よ
り
貸
与
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、
ワ
マ
、
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ

の
診
療
所
の
立
て
替
え
工
事
着
工
。

仲
地
省
吾
医
師
赴
任
。
日
本
人
医
師
は
中
村
医

師
を
含
め
二
人
と
な
る
。

U
N
H
C
R
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
自
主
帰
還
支

援
計
画
開
始
。

カ
ー
ブ
ル
に

P
M
S
に
よ
る
女
性
（
寡
婦
）
の

自
立
支
援
の
た
め
の
裁
縫
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
設
。
（
六
月
に
閉
鎖
）

食
糧
配
布
事
業
終
了
。
主
な
結
果
は
左
の

通
り
。

①
配
布
地
域
…
…
カ
ブ
ー
ル
、
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
、
ア
チ
ン
、
ス
ピ
ン
ガ
ル
、
チ
ャ

プ
ラ
ハ
ー
ル
、
ラ
ー
ル
プ
ー
ル

二
月

二
月

六
月

二
0
0
二
年
六
月
四
月

二
0
0
二
年
四
月

②
食
糧
配
布
し
た
家
族
…
・
:
2
7
3
3
9

家
族
（
一
家
族
10
人）

③
送
付
し
た
小
麦
粉
•
…
•
•
1
8
8
4

ト
ン

(
2
0
k
g
X
9
4
2
0
0
袋
に
相
当
）

④
同
食
用
油
…
…
ー

6

7
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

(18
リ
ッ
ト
ル

X
9
2
8
0
缶
に
相
当
）

＊
そ
の
後
、

P
M
S
で
は
残
余
の
食
糧
を
緊

急
栄
養
パ
ッ
ク
と
し
て
一
万
パ
ッ
ク
作
成

し
、
栄
養
失
調
の
子
ど
も
や
妊
産
婦
に
配

布
し
た
。

P
M
S
、
七
周
年
記
念
式
典
。
第
一
回
日
本
・

現
地
合
同
理
事
会
開
催
。
中
村
医
師
は

P

M

S
総
院
長
、
藤
田
看
護
部
長
は
院
長
代

理
を
兼
務
と
な
る
。

ザ
ヒ
ル
・
シ
ャ
ー
元
国
王
、
二
九
年
ぶ
り
に
帰

国。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
医
療
・

水
源
・
農
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す

る
「

P
M
S
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
統
合
事
務

所
」
設
立
。

カ
ー
ブ
ル
で
の
家
賃
高
騰
、
国
連
組
織
や
諸
外

国
N
G
0
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か

ら、

P
M
S
の
五
ヶ
所
の
臨
時
診
療
所
及

び
女
性
の
自
立
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

閉
鎖
。
ま
た
治
安
悪
化
の
た
め
、
パ
キ
ス
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タ
ン
北
西
部
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
診
療
所
長
期

閉
鎖
。

-
H

首
都
カ
ー
ブ
ル
で
ロ
ヤ
・
ジ
ル
ガ
（
国

民
大
会
議
）
聞
会
う
カ
ル
ザ
イ
議
長
、
大

統
領
に
就
任
へ
）

米
軍
が
ア
フ
ガ
ン
，
111
部
で
「
誤
爆
」
、
市
民
約

五

0
人
が
死
亡
。
カ
ー
ブ
ル
で
カ
デ
ィ
ー

ル
副
大
統
領
暗
殺
。

二

0
0
二
年
八
月
三

0
日
第
一
回
沖
縄
平
和
賞
受
賞
。
受
賞
賞
金

は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ

診
療
所
の
移
設
新
築
費
用
に
充
て
ら
れ
、

同
診
療
所
を
「
沖
縄
平
和
診
療
所
」
と
す

る
こ
と
に
決
定
。

二
0
0
二
年
九
月
カ
ー
ブ
ル
で
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
暗
殺
未
遂
゜

九
月
一
五

H

フ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
試
験
農
場
に
お
い
て

初
の
収
穫
祭
。

1
0
0
二
年
―
二
月
一
し
日
タ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
試
験
農
場
に
て
サ

イ
レ
—
ジ
（
牛
の
発
酵
飼
糾
）
に
成
功
。

二

0
0
二
年
二
月
八

H

二
0
0
一
年
六
月
に
着
手
し
て
い
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
ト
ル
ハ

ム
の

P
M
S
掘
削
井
戸
（
二
基
）
、
地
元

政
府
へ
正
式
譲
渡
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
お
け
る
灌
漑
用
水
路
（
全
長

一
四
キ
ロ
）
掘
削
計
画
立
案
。
本
計
画
は

こ
の
他
、
井
堰
・
貯
水
ダ
ム
の
建
設
も
併

二
月

二

0
0
二
年
六
月
一

二

0
0
二
年
七
月

一
五
ヶ
年
の
長
期
計
画
と
し
て
進
行

せ、中。

:oo三
年
三
月
一
九

H

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
お
い
て
灌
漑
用
水
路

の
起
工
式
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
東
邪
の
反
戦
デ
モ
に
お
い

て
米
英
旗
と
と
も
に

H
ナ
早
旗
か
焼
か
れ
る
。

三
月
二

0
日
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
。

二

0
0
三
年
六
月
一
五
日
水
源
確
保
事
業
の
作
業
地
が
一
千
ヶ
所

を
突
破
。

二

0
0
三
年
七
月
中
村
哲
医
師
、
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
（
平
和
と
国

際
理
解
部
門
）
受
賞
。

-
0
0
二

年

八

月

ダ

ラ

H
ピ
ー
チ
新
診
療
所
「
オ
キ
ナ
ワ
・
ピ
ー

ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
完
成
披
露
式
典
。

二
00・11
午

1
0
月
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
新
ア
フ
ガ
ニ
砥
幣
発
行
。

二

□0
1一
斗
ー
一
月
二
日
用
水
路
建
設
の
工
事
現
場
を
米
軍
ヘ
リ

が
誤
射
。
中
村
医
師
と
二
人
の
日
本
人
を

含
め
、
現
地
作
業
員
に
も
幸
い
に
負
傷
者

は
な
か
っ
た
（
そ
の
後
、
米
軍
は
日
本
外

務
省
を
通
じ
正
式
に
謝
罪
）
。

二

0
0
三
年
―
二
月
一
三
日
イ
ラ
ク
の
米
英
占
領
当
局
、
サ
ダ

ム
・
フ
セ
イ
ン
元
大
統
領
を
拘
束
。

―
二
月
一
四
日
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
ー
プ
ル
て
憲

法
制
定
ロ
ヤ
・
ン
ル
ガ

m

国
民
大
会
議
）

開
催
。
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主要関連地図

oPMS病院または診療所口事務所

北西辺境州
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本書に登場する現地スタッフ・ワーカー
(2004年4月現作。着任順。数字は派遣期間）

中村 哲 PMS総院長・現池代表 1984.5-
なかむら てつ

藤田千代子 PMS院長代理・看護部長 1991.9-
ふしたちょこ

藤井卓郎 PMS会計 1998.4.26-2002.2.25 
ふじいたくろう

蓮岡修 水源確保事業担当 1999.12-2002.7.21 
はすおか お竺む

目黒丞 水源確保事業担当 2000.12-2004.1.31
めぐら ずすむ

大月啓介 現地連絡員（日本電波ニュース社派遣） 2001-2002.9 
おおつきけいすIt

中山博喜 PMS基地病院会計担当 200l.4~ 
なかやまひろ叙

仲地省吾 PMS医局長 2002.2. 16-
なかちしょ?-

川口拓真 ジャララバード支部会計 2002,3,25-
かわぐら1e（ま

高橋修 農業技術顧問 2002.3.29- （定期派遣）
たかはし おさむ

稲田和重 農業技術顧問 2002.3.29-（定期派遣）
いな'か1しげ

長鴫透 土木技術顧問 2002.3.29-2003. 9. 21 
ながしま とわる

橋本康範 農業計画担当 2002.6.3-
はしもとやすのり

坂尾美知予 PMS臨床検査技師 2002. 7.28-
さかおみち-

山崎悦子 スタッフハウス寮母 2002.10-2003.3 
やまヤきiつ--

宮路正イ： 農業計画担当 2002. 11. 11 -
みやしまきひ！

近藤真ー ダラエヌール診療所薬局 2003.1.27-
こんどうしんいち

清宮伸太郎水路・灌漑事業担当 2003.2.3-2003.3 
せいみやしんたろう

鈴木学 水路・灌漑事業担当 2003.3. 7-
すず＼

大越猛 ジャララバード支部会計 2003.4. 4-2004.4 
おおこし でけし



(2004年1月現在）
カイバ）涛 アチン郡 総作業地 うち利用可能水源

総数 井戸 灌漑井 カレーズ （完成）

10 
22 29 13 16 2 
64 29 13 16 3 
147 
247 
292 
349 204 177 27 78 
355 
372 
384 309 279 30 162 
438 358 329 29 192 
497 411 380 31 219 
522 472 441 31 244 

2 566 504 469 35 320 
2 600 512 480 32 380 
2 29 650 549 521 28 399 
2 36 658 602 572 1 30 455 
2 52 699 557 529 1 28 429 
2 731 577 549 1 28 
2 117 769 641 605 1 36 411 
2 144 803 647 611 1 36 473 
2 174 843 709 670 2 37 
2 170 857 775 739 3 33 676 
2 170 864 784 748 3 33 765 
2 166 867 757 725 4 28 662 
2 166 883 813 780 5 28 727 
2 166 897 843 810 5 28 760 
2 166 905 823 790 5 28 785 
2 166 921 831 798 5 28 795 
2 166 959 875 842 5 28 848 
2 166 983 919 876 5 38 848 
2 166 1000 932 889 5 38 873 
2 166 1021 939 896 5 38 910 
2 165 1039 957 914 5 38 940 
2 165 1061 996 951 7 38 978 
2 165 1071 1006 959 ， 38 989 
2 165 1094 1030 983 ， 38 1007 
2 166 1108 1037 988 11 38 1018 



水源確保・作業地の推移

年 月 日 ダラエ・ヌール渓谷 ソルフl]I噂 ロダト郡
井戸 灌漑井 カレーズ

2000年 7月4日 10 

8月2日 15 7 
8月24日 15 19 30 
9月11日 15 19 113 
10月6日 18 25 204 
11月2日 35 28 229 
12月10fl 35 30 284 

2001年 1月ll)口 42 35 278 
2月5H 42 34 296 
3月11日 43 38 303 
4月8日 47 38 304 49 
5月21日 51 39 304 103 
6月11日 53 38 304 127 
7月6日 59 1 38 3 0 6 160 
8月10日 59 l 38 320 180 
9月10日 59 1 38 :121 200 
11月17H 59 ］ 38 321 201 

2002年 2月21日 81 1 38 323 202 
3月15日 1 
4月15日 86 1 38 323 202 
5月20H 94 1 38 322 202 
8月13日 103 2 38 322 202 
10月1日 117 5 38 320 202 
10月20日 125 5 38 322 202 
11月17日 133 5 38 321 202 
12月 1日 136 5 38 334 202 
12月17日 150 5 38 334 202 

2003年 1月17日 151 5 38 341 202 

2月18日 162 5 38 346 202 

4月2日 178 5 38 368 202 
5月18日 192 5 38 378 202 

6月168 200 5 38 387 202 
7月24日 212 5 38 396 202 

8月26日 226 ， 38 397 202 

10月5日 242 ， 38 403 202 
11月21日 251 ， 38 404 202 
12月28日 269 11 38 407 202 

2004年 1月18日 275 11 38 409 207 
備考

1.作乎地焚は水路工事のため、拡張を控え、完成に力左入れていろ，9
2. ダラエ・ヌールの灌漑井戸を倍増、いずれも利用可能。今季の小人作付けに間に合った"
3. 水職貝か用水路の取出口 l̂，事に総動員されて、 2月までは忍増It期待できないが、需要
は増え続けており、今春から再び増加見込み。

4. 灌漑井戸作業班を 6 チームに増加、ダラエヌールド流の完全回復を目指す。新たに• 3ヶ
所の候補地て開始。



初
旬
に
ニ
キ
ロ
地
点
ま
で
の
通
水
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

•
本
書
は
①
中
村
哲
医
師
が
二
0
0

一
年
九
月
一
一
日
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
匝
後
か
ら
二

0
0
1
―
一
年
末
ま
で
、

ア
に
寄
稿
し
た
主
要
な
論
考
、
②
中
村
哲
医
師
と
現
地
派
遣
ス
タ
ッ
フ
が
同
じ
く
二

0
0
一
年
九
月
以
降
に
、

ル
会
の
機
関
誌
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
に
寄
せ
た
活
動
報
告
、
及
び
③
現
地
派
遣
ス
タ
ッ
フ
が
、

日
本
側
事
務
局
や
帰
国

中
の
中
村
哲
医
師
、
あ
る
い
は
日
本
側
農
業
技
術
専
門
家
等
へ
送
っ
た
主
要
な
活
動
報
告
の

e
メ
ー
ル
、
④
中
村
哲
医
師
が

日
本
側
事
務
局
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
貝
に
送
っ
た
主
要
な
活
動
報
告
の

e
メ
ー
ル
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

・ニ

0
0
四
年
以
降
、

し
た
が
、

付

記

メ
デ
ィ

ペ
シ
ャ
ワ
ー

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
ア
フ
ガ
ン
側
事
業
は
、
同
国
東
部
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
に
建
設
中
の
灌
漑
用
水
路
建

設
計
画
（
全
長
一
四
k
m
、

一
日
平
均
五

0
0
余
名
の
現
地
作
業
貝
が
掘
削
に
従
事
）
を
中
心
に
精
力
的
に
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
軍
閥
の
勢
力
復
活
に
よ
る
治
安
悪
化
、
米
軍
武
装
ヘ
リ
に
よ
る
作
業
地
へ
の
誤
射
事
件
（
二

0
0
三
年
―
一
月
）

や
、
高
給
を
支
払
う
国
連
機
関
等
の
諸
外
国
援
助
団
体
へ
の
相
次
ぐ
ス
タ
ッ
フ
流
出
、
工
事
の
難
航
な
ど
、
諸
問
題
が
噴
出

―
1
0
0
四
年
三
月
現
在
、
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
を
終
了
し
、

•
本
文
の
表
記
に
つ
い
て
は
数
字
や
単
位
、
地
名
、

な
誤
字
な
ど
は
訂
正
し
、
句
読
点
、
改
行
、

解
説
を
付
し
た
箇
所
も
あ
る
。

ク
ナ
ー
ル
河
か
ら
の
取
水
口
が
完
成
。
三
月

固
有
名
詞
な
ど
に
つ
い
て
一
部
訂
正
ま
た
は
統
一
を
施
し
た
。
ま
た
明
か

カ
ギ
な
ど
を
編
集
部
で
補
っ
た
箇
所
や
、
読
者
の
利
便
を
考
慮
し
、
（
）
内
に



ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
発
言

「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
虚
構
（
原
題
「
飢
餓
状
態
の
解
消
が
テ
ロ
根
絶
へ
の
近
道
。
」
『
潮
』
二

0
0
一
年
―
二
月
号
、
潮
出
版
杜
）

報
道
さ
れ
な
い
ア
フ
ガ
ン
の
真
実
（
原
題
「
報
道
さ
れ
な
い
タ
リ
バ
ン
の
素
顔
」
『
中
央
公
論
』
二

0
0
一
年
―
二
月
号
、
中
央
公
論
新
杜
）

自
衛
隊
派
遣
は
有
害
無
益
（
国
会
衆
議
院
テ
ロ
対
策
特
別
委
員
会
で
の
参
考
人
意
見
陳
述
、
二

0
0
一
年
一

0
月
一
三
日
）

「
援
助
の
論
理
」
を
憂
う
（
原
題
ニ
ー
フ
ガ
ン
空
爆
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。
」
『
潮
』
―

1
0
0
二
年
七
月
号
、
潮
出
版
杜
）

破
壊
と
援
助
の
連
鎖
（
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
一
号
、
―

1
0
0
―
一
年
四
月
二
六

H
)

復
興
と
い
う
名
の
破
壊
（
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
二
号
、
二

0
0
―
一
年
七
月
一

0
8
)

オ
キ
ナ
ワ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
（
第
一
回
沖
縄
平
和
賞
授
賞
式
典
で
の
謝
辞
、
二

0
0
二
年
八
月
三
一
日
）

戦
禍
の
大
地
に
緑
と
平
和
を
（
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
三
号
、
二

0
0
二
年
一

0
月
一
三
日
）

「
緑
の
大
地
」
を
求
め
て
（
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
四
号
、
二

0
0
―
一
年
―
―
―
月
一
八
日
）

水
利
事
業
へ
の
挑
戦
（
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
五
号
、
二

0
0
1
―
一
年
四
月
一
六
日
）

ア
ジ
ア
の
片
隅
で
平
和
を
拓
く
（
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
•
平
和
と
国
際
理
解
部
門
授
賞
式
典
〈
二0
0

三
年
八
月
三
一
日
〉
で
の
謝
辞
）

ア
フ
ガ
ン
復
興
の
帰
結
（
原
題
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
そ
の
伝
わ
ら
ざ
る
〈
現
実
〉
」
『
論
座
」
二

0
0
三
年
九
月
号
、
朝
日
新
聞
杜
）

恩
讐
を
超
え
て
（
「
朝
日
新
聞
」
西
部
版
夕
刊
、
二

0
0
三
年
六
月
一
四
日
）

平
和
を
奪
還
せ
よ
（
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
八
号
、
二

0
0
―
二
年
―
二
月
一
七
日
）

空
爆
と
「
復
興
」

す
ぐ
隣
の
国
の
子
供
な
の
に
／
最
悪
の
天
災
時
に
、
こ
の
小
さ
な
町
で
／
「
日
本
人
だ
け
は
信
じ
る
」

初
出
紙
誌
一
覧



且
L-
：
平
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
六
九
号
、
二

0
0
'
Jヰ―

U
月
一
七
H
)

形
な
菩
誡
＇
ぃ
忌
を
届
け
る
／
腰
を
据
え
て
‘
―
つ
の
事
業
を
／
ー
ル
ヒ
ー
も
無
駄
に
し
な
い
」

（
以
上
三
本
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
0
号
、
―

-
0
0
一
年
―
二
月
一
九
日
）

守
爆
下
の
村
て
は
誰
も
か
貧
し
か
っ
た
の
で
す
／
他
＇
り
息
の
な
い
事
業
こ
そ

（
以
上
二
本
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
一
号
、
―

1
0
0
二
年
四
月
二
六
日
）

食
糧
と
ス
タ
ッ
フ
の
無
事
を
祈
っ
た
日
々
（
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
二
号
、
二

0
0
二
年
七
月
一

0
日）

今
こ
そ
ス
タ
ッ
フ
の
基
礎
訓
練
を
／

N
G
O
の
す
る
べ
き
仕
事
と
は
／
パ
イ
ロ
ソ
ト
フ
ァ
ー
ム
は
収
穫
の
ま
っ
盛
り
／
魅
力
あ

る
農
場
を
目
指
す
（
以
上
四
本
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
三
号
、
二

0
0
二
年
一

0
月
一
三
11)

百
年
一
日
の
如
ぎ
国
／
一
通
の
嘆
願
書
（
以
上
二
本
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
四
号
、

{
1
0
0
一
一
年
―
二
月
一
八
日
）

日
本
と
ア
フ
ガ
ン
の
平
和
を
危
惧
／
わ
ず
か
な
恵
み
を
求
め
生
ぎ
る
人
々

（
以
し
一
本
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
五
号
、
二

0
0
二
年
四
月
一
六
日
）

ア
フ
ガ
ン
の
握
丁
を
わ
か
身
に
刻
む
／
ア
フ
ガ
ン
流
臨
床
心
得
〔
以
f

本
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
六
号
、
二

O
C
l
-
q
じ
月
几
日
）

わ
か

1

現
実
」
は
ア
フ
ガ
ン
の
農
場
に
あ
り
／
蛇
籠
は
完
成
、
次
は
聖
牛

（
以
上
本
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
七
号
、
一
＾

O
O
-
―ー年一

0
月
一
五
日
）

今
こ
そ
我
々
の
出
番
／
＂
渾
漑
用
水
路
建
設
の
最
前
線
か
ら
／
日
本
人
の
即
い
を
伝
え
た
い

〔以

L-
―
↑
‘
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
七
八
号
、

1
-
0
0
三
年
ニ
一
月
一
七
日
）

ア
フ
ガ
ン
最
前
線
報
告
（
す
べ
て

e
メ
ー
ル
）



＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
中
村
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
結
成

さ
れ
た
の
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
す
。
現
在
、
福
岡
市
に
事
務
局
を
罹
い
て
会
報
の
発
行
を
通
し
て
情

宣
・
募
金
活
動
な
ら
び
に
ワ
ー
カ
ー
の
現
地
派
遣
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
な
ら
び

に
ワ
ー
カ
ー
派
遣
に
つ
い
て
の
お
間
い
合
わ
せ
は
、
左
記
の
事
務
局
宛
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
会

費
は
、
学
生
会
貝
一
口
千
円
以
上
、
一
般
会
員
一
口
三
千
円
以
上
、
維
持
会
員
一
ロ
一
万
円
以
上
。

〒
810
ー
訓
福
岡
市
中
央
区
大
名
一
丁
目
一

0
ー
ニ
五
上
村
第
一
―
ビ
ル
―
二

0
七
号
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電

話

(
O
九
二
）
七
―
ニ
―
|
-
―
三
七
―
-
（
例
会
毎
週
水
曜
日
・
夜
七
時
i
)

F
A
x
(
O
九
二
）
七
三
一
ー
ニ
三
七
―
―
-

《
入
会
手
続
〉
年
会
費
を
郵
便
振
替
に
て
ご
送
金
下
さ
い
。

口
座
名
義
1
1
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

郵
便
振
替
番
号
1
1
0
1
7
9
0
1
7
|
6
5
5
9

●
事
務
局



◎
T
e
t
s
u
 N
a
k
a
m
u
r
a
 &
 P
e
s
h
a
w
a
r
,
k
a
i
 Printed in 
J
a
p
a
n
 2
0
0
4
 

落
丁
・
乱
丁
本
は
お
と
り
か
え
い
た
し
ま
す

印

刷

九

州

電

算

株

式

会

社

製

本

篠

原

製

本

株

式

会

社

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
二
丁
目
三
番
二
四
号

電

話

0
九
二
（
七
一
四
）
四
八
一

□八

フ
ァ
ク
ス

0
九
二
（
七
二
五
）
二
四
四
〇

発
行
所

発
行
者

編
著
者

中

村

哲

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

福

元

満

治

石

風

杜

―J
O
O
四
年
五
月
三
十
一
日
初
版
第
一
刷
発
行

空
爆
と

「
復
興
」

4
 
O
 
。
〒
l
_
0

゜
8
 

ア
フ
ガ
ン
最
前
線
報
告




